
●平成26年３月の部分開通により、現道（国道11号）の交通量が約１割（1,400台/12h）減少し、３箇月後も同
程度で推移しています。

●バイパスの交通量は開通直後の1,700台/12hから、３箇月後には2,200台/12hと約３割増加しています。
●バイパスに歩道が設置され、小中学生の通学路として利用されています。

■通学状況

＜３箇月後の状況＞
バイパスの歩道を
通学する小学生

＜ ３箇月後の状況＞ バイパスの通行状況 （写真③）
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■開通前後の交通量（平日）

約１割減
(約1,400台減)

※調査時間帯は、7:00～19:00の12時間交通量
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